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	応用
	抗原情報
	背景
	アデニル酸キナーゼ6（AK6）ホモサピエンス この遺伝子は、アデニル酸キナーゼファミリーに属するタンパク質をコードしています。このタンパク質は核に局在し、ウォーカーA（Pループ）モチーフ、ウォーカーBモチーフ、および金属配位残基を含みます。このタンパク質はカハール小体形成の調節に関与している可能性があります。ヒトにおいて、AK6とTAF9（遺伝子ID：6880）は5'エクソンを共有する2つの異なる遺伝子です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年9月]、細胞増殖の調節、クロマチン組織化、転写、転写、DNA依存性、転写開始、RNA伸長、転写の調節、DNA依存性、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写開始、RNAポリメラーゼIIプロモーターからのRNA伸長、タンパク質複合体の組み立て、タンパク質アミノ酸のアセチル化、細胞サイズの調節、生合成過程の正の調節、異化過程の調節、異化過程の負の調節、有機物への応答、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの特定の転写の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの特定の転写の正の調節、高分子生合成過程の正の調節、高分子代謝過程の正の調節、高分子代謝の負の調節プロセス、遺伝子発現の正の調節、細胞死の調節、クロマチン修飾、共有結合性クロマチン修飾、ヒストン修飾、ヒストンのアセチル化、タンパク質分解の調節、細胞増殖の正の調節、細胞生合成プロセスの正の調節、細胞異化プロセスの調節、細胞異化プロセスの負の調節、細胞タンパク質代謝プロセスの調節、細胞タンパク質代謝プロセスの負の調節、プロテアソームユビキチン依存性タンパク質異化プロセスの調節、プロテアソームユビキチン依存性タンパク質異化プロセスの負の調節、細胞成分サイズの調節、遺伝子特異的転写の調節、RNA生合成プロセス、サイトカイン刺激への応答、DNA損傷刺激に対する細胞応答、増殖の調節、タンパク質異化プロセスの調節、タンパク質異化プロセスの負の調節、アポトーシスの調節、アポトーシスの負の調節、プログラム細胞の調節死、プログラム細胞死の負の調節、遺伝子特異的転写の正の調節、タンパク質アミノ酸のアシル化、高分子複合体サブユニットの構成、ヒストンH3のアセチル化、転写の調節、細胞サイズの正の調節、タンパク質分解の負の調節、転写の正の調節、DNA依存性、増殖の正の調節、核酸塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチド、核酸代謝過程の正の調節、転写の正の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写の正の調節、刺激に対する応答の正の調節、窒素化合物代謝過程の正の調節、タンパク質代謝過程の負の調節、RNA代謝過程の調節、RNA代謝過程の正の調節、染色体の構成、細胞死の負の調節、サイトカイン刺激に対する応答の調節、サイトカイン刺激に対する応答の正の調節、高分子複合体の組み立て、タンパク質複合体の生合成、応答インターロイキン-1、
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	KAD6抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AK6ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

